
公益財団法人よこはまユース
2011年に公益財団法人化。青少年育成センター、
野島青少年研修センター、青少年交流活動支援スペ
ース、放課後キッズクラブ、寄り添い型生活支援事
業の運営、横浜総合高校とみなと総合高校の校内カ
フェ運営支援など、「青少年活動への支援」「青少
年を支える人材の育成」「青少年に体験機会や場の
提供」を行っています。

②11月27日

神奈川区日本語教室　ちゅうりっぷ　
神之木・新子安地域ケアプラザで開催

反町日本語教室　
はーと友神奈川で開催

肖 若儿（シャウ・ローア） さん
中国広州出身「2017年日本に参りました。日本語
はゼロから勉強して、神奈川区ボランティア日本語
教室と、港北国際交流ラウンジで勉強しています。
日本語学校も通っていました。いろいろな日本語教
室に通って､日本語だけでなく、日本の文化や生活
習慣も教えていただいたので、日本の生活に、とて
も役に立っています。」

 早稲田大学大学院日本語教育研究科
池上摩希子教授

国立国語研究所日本語教育長期専門研修修了、お茶ノ水女
子大学日本言語文化専攻修了（修士課程）、中国帰国者定
着促進センター教務課日本語講師を経て、2005年早稲田大
学大学院日本語教育研究科准教授、2010年現職。
著書:『外国人児童生徒の学びを創る授業実践－「ことばと
教科の力」を育む浜松の取り組み－』くろしお出版 (共編
著）2015年、「地域日本語教育の在り方から考える日本語
能力『早稲田日本語教育学』9，85-91．」、「「教える／
教えられる」関係を越える教室」川上郁雄（編）『公共日
本語教育学―社会をつくる日本語教育』（pp.165-170）」
くろしお出版（共著）2017年など。
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③12月4日

地域で行う日本語ボランティアとは

④12月18日

⑤1月15日

①11月20日

学習テーマ

地域の活動団体を知る

地域日本語ボランティアの役割とは

多文化共生時代の地域日本語実践

交流会〜日本語教室の活動に向けて〜
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ＮＰＯ法人　神奈川区多文化共生の会　　
神奈川区在住の外国人と地域の人が共に理解し、共に暮らす街を作る活動に取り組んでいる団体です。


